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今回の財政事情は、令和７年度下半期の予算執行状況等についてお知らせします。 

 

１．令和７年度下半期の予算補正及び執行状況について 

  令和７年度下半期の予算の施行状況は、1 回の補正が行われ、予算現額９億９,８

８７万９,000 円に対し、歳入については執行９億９,９０９万２，４７３円で執行

率１００％、歳出については執行額９億２,１３９万２,８２９円で執行率９２.２％

となっています。 

 

第１表 令和７年度一般会計予算補正及び施行状況調（歳入） 

（令和８年 3 月 31 日現在） 

（単位：千円、％） 

歳    入 

款 
下半期 

予算額 
補正予算額 予算現額 執行額(円) 執行率 

1.分担金及び負担金 948,146 18,604 966,750 966,750,000 100.0 

繰越分 0 0 0 0      0 

2.使用料及び手数料 ７９６ 0 ７９６ 622,650  78.2 

3.国庫支出金  0 0 0 0 0 

4.県支出金 228 0 228 330,000 144.7 

5.繰越金 7,500 9,672 17,172  17,172309 100.0 

6.諸収入 11,302 1,316 12,618 12,902,334 102.3 

7.財産収入  1,315 1,315 1,315,180 100.0 

計 967,972 30,907 998,879 999,092,473 100.0 

 

 

 

第２表 令和 7 年度一般会計予算補正及び施行状況調（歳出） 

（令和 8 年 3 月 31 日現在） 

（単位：千円、％） 

 

 

款 
下半期 

予算額 
補正予算額 繰越額 予備費充当 予算現額 執行額（円） 執行率 

1.議会費 1,550    1,550 1,171,851    75.6 

2.総務費 1,310    1,310 1,173,348 89.6                       

3.消防費 957,745 34,564   992,309 919,047,630 92.6 

繰越分 0 0 ０           ０ 0 0 0 

4.公債費 0 0 ０           ０ 0 0 .0 

5.予備費 7,367 △3,657   3,710 0 0 

計 967,972 30,907 0 0 998,879   921,392,829  92.2 



 

２．起債の現在高調 

（単位：円） 

区  分 
R5 年度末 

現 在 高 

Ｒ6 年度末 

現 在 高 

R7 年度 R7 年度末 

現 在 高 借入額 償還額 

消防施設整備事業債 43,236,433 ０ ０ 0 0 

 

３．財産の現在高調 

 

①公有財産（土地・建物） 

区    分 土地（㎡） 建物（㎡） 

庁    舎 38,669.54 4,927.33 

 

②物品（自動車・通信指令装置） 

区  分 保有台数 備     考 

特殊自動車 

3 台 指揮車 1 台、指令車 1 台、資機材運送車 1 台 

８台 消防ポンプ自動車（はしご車、化学車、救助工作車を含む） 

６台 高規格救急車 

普通(軽)自動車 ６台 広報連絡車(軽)３台、広報車 1 台、連絡車 1 台、人員搬送車 1 台 

計 2３台  

通信指令装置 1 台 （消防デジタル無線含む） 

計 1 台  

 

む す び 

  東備消防組合管内では令和７年中に 3,０２１件の救急出動があり、３年連続で

３千件を超える件数となっています。その中でも高齢者を対象とした救急事案が多

くを占めています。事案によってはマイナンバーカードを活用し、正確な情報収集

に努め的確な病院へ搬送することや救急業務の迅速化・円滑化を目指した活動を行

っています。 

  また昨年３月に隣接する岡山市で発生した県内で過去最大規模の山林火災は記

憶に新しいところですが、令和８年４月から「東備消防組合火災予防条例の一部改

正」が施行されます。林野火災への予防対策強化として、少雨、乾燥、強風時には

林野火災注意報、警報を発令することとなります、火入れ、たき火等の火気使用制

限を強化し林野火災の予防に努めるため、積極的な広報を行います。 

令和８年度に当たっては、消防ポンプ自動車および高規格救急車の更新を行う予

定で、地域の安心安全を守るために鋭意努力を重ねていく所存です。計画的な人員、

装備の充実が望まれるところでありますが、依然として厳しい財政運営の中、当組

合においても、最小の経費で最大の効果を発揮できる体制づくりとともに、適正な

予算執行を心掛けてまいります。今後とも、当組合に対するご支援、ご協力をよろ



しくお願いいたします。 


